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明治6年に開設された大阪府営住吉公園は、2023年に
開設150年を迎えます。「住吉公園 歴史探訪」では、住
吉公園150年記念事業として住吉公園の歴史をたど
り、開設当初からどのように利用され、どのような変遷を
遂げてきたか、悠久の歴史に想いを馳せてみたいと思い
ます。
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住
吉
公
園
一
五
〇
年
記
念
事
業

明
治
十
八
年
阪
堺
鉄
道
開
通

　
阪
堺
鉄
道（
現・南
海
電
気
鉄
道
の
前
身
）

の
開
業
当
初
の
路
線
は
、難
波―

天
下
茶
屋

―

住
吉―

大
和
川
の
各
停
車
場（
左
図
中
に

は
天
下
茶
屋
は
省
略
さ
れ
て
い
る
）で
、堺
ま

で
の
路
線
は
未
だ
に
開
通
し
な
い
状
態
で
営

業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
路
線
に
併
走
し
て
紀
州
街
道
が
描
か
れ
、

大
阪
・
堺
間
の
往
来
と
運
送
の
便
を
目
的
に

し
た
敷
設
で
あ
る
こ
と
が
明
解
で
す
。そ
し

て
、路
線
の
中
央
に
は
住
吉
大
社
と
門
前
町

が
位
置
し
、中
在
家
村
・
今
在
家
村（
現
・
住

吉
区
東
粉
浜
、住
之
江
区
粉
浜
）や
勝
間
村

（
現・西
成
区
玉
出
）の
村
落
を
意
識
し
た
場

所
に
住
吉
駅
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。駅
の
東

側
は
、江
戸
時
代
に
隆
盛
を
み
た
住
吉
新
家

に
面
し
て
い
ま
す
。ま
た
、駅
の
東
口
は
、当

地
に
あ
っ
た
大
料
亭「
三
文
字
屋
」に
面
し
て

い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、発
着
時
間
に
つ
い
て
は
、難
波
・
住

吉
駅
間
の
運
行
は
十
八
、十
九
分
ほ
ど
で
あ

り
ま
し
た
。運
賃
は
、難
波
発
・
住
吉
行
で

は
、上
等
が
十
二
銭
、中
等
が
六
銭
、下
等
が

三
銭
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、住
吉
公
園
の
あ
た
り
に
注
目
す
る

1面 4面
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橋本八重三の處女作・住吉公園の花壇
園芸家・造園家 橋本八重三著「植木屋の裏おもて」より

明治45年頃に出来た住吉公園の温室
園芸家・造園家 橋本八重三著
「植木屋の裏おもて」より

住
吉
公
園
の
近
代
史（
大
正
初
期
）

住
吉
公
園
が
太
政
官
布
達
公
園
か
ら

近
代
的
な
公
園
に
生
ま
れ
変
わ
る
た
め
に

　

明
治
六
年
の
太
政
官
布
達
以
来
、後
述

「
大
阪
府
住
吉
公
園
改
良
工
事
竣
工
報
告

書
」に
よ
る
と
、明
治
の
中
葉
ま
で
は
公
園

地
に
は
人
家
も
な
く
た
だ
葦
萩
の
繁
茂
す
る

低
湿
地
で「
住
之
江（
住
吉
）の『
松
』の
名
に

背（
そ
む
）か
ざ
る
様
、亭
（々
高
く
そ
び
え
る

の
意
）と
黒
松
が
豪
放
の
景
致
を
存
し
て

（
自
然
の
趣
が
あ
っ
て
）」い
た
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、南
海
鉄
道
な
ど
で
交
通
の
便
も
よ

く
な
る
と
、周
辺
に
住
宅
が
建
ち
並
び
茶
店

や
旅
館
の
経
営
も
増
え
、園
地
の
利
用
客
が

激
増
し
ま
し
た
。開
発
が
進
む
に
つ
れ
、沼
沢

の
埋
め
立
て
に
よ
る
排
水
不
良
や
東
洋
の
マ

ン
チ
ェ
ス
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
ま
で
に
発
展
し

た
紡
績
工
場
等
か
ら
の
煤
煙
に
よ
る
空
気

汚
染
は
深
刻
で
あ
り
、当
時
の
大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
病
虫
害
の

多
発
生
に
よ
り
、古
き
住
吉
の
浜
と
詠
ま
れ

た
松
樹
の
保
存
も
急
務
と
な
っ
て
い
た
た

め
、公
衆
衛
生
を
含
む
課
題
解
決
と
合
わ
せ

て
、名
実
の
伴
う
公
園
と
し
て
改
編
し
て
い

く
必
要
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。

　
当
時
大
阪
府
が
管
理
し
て
い
た
住
吉
、浜

寺
、箕
面
の
三
公
園
の
管
理
の
資
金
は
府
の

普
通
予
算
、事
業
枠
と
は
別
会
計
で
、こ
れ

ら
収
支
予
算
は
毎
年
度
府
会
の
決
議
を
経

て
、そ
の
清
算（
決
算
）も
ま
た
府
会
に
報
告

し
て
い
ま
す
。

　

明
治
四
十
五
年
度
に
は「
園
芸
顧
問
費
」

と
し
て
七
百
五
十
円
、同
年
及
び
大
正
二
年

度
に
は
と
も
に
公
園
費
雑
費
の
中
に「
園
芸

顧
問
招
聘
雑
費
金
」五
十
円
と
あ
り
ま
す
。

大
阪
府
は
東
京
帝
国
大
学
農
学
部
名
誉
教

授
の
本
多
静
六
博
士
に
こ
の
三
公
園
の
管
理

及
び
改
良
方
針
の
検
討
を
委
嘱
し
て
お
り
、

そ
の
口
述
記
が「
大
阪
府
営
公
園
の
改
良
方

針
」と
な
っ
て
い
ま
す
。博
士
は
住
吉
公
園
の

実
態
調
査
を
も
と
に
、環
境
の
劣
化
、市
民

の
衛
生
上
の
問
題
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
と

と
も
に
、大
阪
市
中
心
市
街
地
に
最
も
近
い

府
の
公
園
と
い
う
評
価
の
も
と
、古
来
住
吉

浜
の
松
の
景
観
が
失
わ
れ
て
い
く
実
情
に
対

し
、保
護
保
全
の
手
法
と
園
地
の
改
修
、お

よ
び
桜
や
紅
葉
な
ど
の
広
葉
樹
に
よ
る
林

相
の
転
換
を
提
案
し
て
い
ま
す
。ま
た
当
時
、

児
童
の
育
成
は「
第
二
国
民
の
育
成
養
護
」

と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
あ
り
、児
童
の
た
め
と

な
る
公
園
と
し
て
積
極
的
に
施
設
を
入
れ
て

も
よ
い
と
の
提
案
も
あ
り
ま
し
た
。大
正
期

は
、群
衆
遊
観
の
場
所
、万
人
偕
楽
の
地
の

公
園
か
ら
近
代
の
公
園
へ
の
転
換
期
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。

　

大
正
四
年
に
は
明
治
神
宮
造
営
に
携

わ
っ
て
い
た
大
屋
霊
城
氏（
の
ち
に「
住
吉
公

園
を
作
っ
た
男
」と
い
わ
れ
る
）が
府
に
着
任

し
、住
吉
公
園
の
改
良
工
事
を
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。改
良
工
事
は
大
正
七
年・八
年
の
二
ヵ

年
で
、公
園
改
良
費
と
し
て
四
万
三
千
五
百

六
十
六
円
を
要
し
、大
正
九
年
五
月
に
は

「
大
阪
府
住
吉
公
園
改
良
工
事
竣
工
報
告

書
」と
し
て
府
会
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
五
年
に
発
行
さ
れ
た「
植
木
屋
の
裏

お
も
て
」に
、大
正
期
の
住
吉
公
園
を
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。著
者
の
橋
本
八
重

三
氏
は
大
正
三
年
に
大
阪
府
立
農
学
校
園

芸
科（
大
阪
府
立
大
学
及
び
府
立
園
芸
高
校

の
前
身
）を
卒
業
後
、大
阪
府
庁
学
務
課
公

園
係
に
着
任
。本
多
博
士
の
府
営
公
園
の
改

良
方
針
を
受
け
、園
芸
的
施
設
を
設
置
管
理

す
る
任
に
当
た
り
ま
す
。本
書
に
は
大
屋
氏

を
含
む
公
園
改
良
に
携
わ
ら
れ
た
人
々
の
人

間
模
様
と
、著
者
が
担
当
し
た
公
園
の
温
室

や
松
林
、花
壇
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

（
繁
村
誠
人
）

参
考：値
段
史
年
表（
朝
日
新
聞
出
版
）よ
り
、記
事
内

の
一
円
は
現
在
の
五
千
〜
二
万
円
程
度
に
相
当
。

大正6年（1917）頃 住吉公園改良前の平面図
大正9年（1920）5月大阪府住吉公園改良工事竣工報告書より

写真データ提供のお願い
住吉公園150年記念事業にあたり、住吉公園界隈の古い写真を募集しています。
「住吉公園歴史探訪」でご紹介させていただきますので、ご一報ください！！
住吉公園管理事務所
TEL：06-6671-2292／Email：sumiyoshi@toshi-kouen.jp
担当：山岡

と
、公
園
地
は「
松
林
」と
表
記
さ
れ
、南
北

を
旧
・
材
木
川
と
細
江
川
に
挟
ま
れ
、中
央

を
潮
掛
道
が
東
西
に
横
切
り
、東
を
住
吉
大

社
の
正
面
鳥
居
、西
を
高
燈
籠
と
で
領
域
を

表
し
て
い
ま
す
。ま
た
、大
和
川
堤
防
下
の
大

和
川
駅
直
前
に
旧
手
水
川
が
描
か
れ
て
い
る

こ
と
も
地
形
的
に
注
目
さ
れ
ま
す
。

　

絵
図
や
写
真
に
蒸
気
機
関
車
が
登
場
し

ま
す
が
、新
品
の
購
入
は
相
当
に
負
担
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
、廃
線
と
な
っ
て
い
た
工
部

省
釜
石
鉱
山
鉄
道
の
不
用
品
一
切
を
格
安
の

価
格
で
払
い
下
げ
を
受
け
ま
し
た
。こ
の
時

の
軌
条
の
ゲ
ー
ジ
は
八
三
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

で
、特
殊
な
サ
イ
ズ
で
あ
っ
た
た
め
、十
二
年

後
の
明
治
二
十
九
年
か
ら
三
十
年
に
か
け

て
、現
在
の
一
〇
六
七
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
改
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
大
正
六
年（
一
九
一
七
）四
月
二
十
一
日
、住

吉
駅
が
廃
止
さ
れ
て
住
吉
公
園
駅（
現
・
住

吉
大
社
駅
）が
新
た
に
設
置
さ
れ
、住
吉
公

園
へ
直
通
で
き
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、明
治
四
十
年（
一
九
〇
七
）の
浜
寺

公
園
ま
で
の
複
線
電
化
に
よ
っ
て
萩
之
茶

屋
、岸
里
、玉
出
、粉
浜
の
駅
が
開
設
さ
れ
て

い
ま
す
。（
小
出
英
詞
、水
内
俊
雄
）

明
治
二
十
八
年（
一
八
九
五
）『
大
阪
名
所
』

「
住
吉
の
月
景
」 

住
吉
大
社
蔵
明
治
三
十
年（
一
八
九
七
）前
後
の
住
吉
附
近

南
海
鉄
道
発
達
史
よ
り
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阪
堺
鉄
道
時
刻
表（
明
治
十
八
年
開
業
当
時
）

※
 

こ
の
新
聞
の
地
図
脇
に
は
、保
有
車
両
の
こ
と
が
次
の
よ
う
に
記  

 

さ
れ
て
い
ま
す
。

 

機
関
車
：
四
両(

ド
イ
ツ
製
二
両・イ
ギ
リ
ス
製
二
両)

 

客
車
：
三
十
両　
貨
車
：
二
十
両
あ
ま
り

※
 

上
り
下
り
と
も
に
終
着
駅
の
到
着
時
刻
は
史
料
に
書
か
れ
て
い  

 

ま
せ
ん
が
、下
り
の
時
刻
表
で
は
難
波
〜
天
下
茶
屋
間
が
十
分  

 
 

間 

、上
り
の
大
和
川
〜
住
吉
間
が
九
分
間
で
あ
る
た
め
、上
り
下 

 

り
の
同
区
間
に
お
い
て
も
同
程
度
の
時
間
が
か
か
っ
た
と
考
え
ら  

 

れ
ま
す
。

難波 天下茶屋 住吉 大和川 住吉 天下茶屋 難波
6:10 6:20 6:29 6:40 6:49 6:57
6:45 6:55 7:04 7:15 7:24 7:32
7:20 7:30 7:39 7:50 7:59 8:07
7:55 8:05 8:14 8:25 8:34 8:42
8:30 8:40 8:49 9:00 9:09 9:17
9:05 9:15 9:24 9:35 9:44 9:52
9:40 9:50 9:59 10:10 10:19 10:27
10:15 10:25 10:34 10:45 10:54 11:02
10:50 11:00 11:09 11:20 11:29 11:37
11:25 11:35 11:44 11:55 12:04 12:12
12:00 12:10 12:19 12:30 12:39 12:47
12:35 12:45 12:54 13:05 13:14 13:22
13:10 13:20 13:29 13:40 13:49 13:57
13:45 13:55 14:04 14:15 14:24 14:32
14:20 14:30 14:39 14:50 14:59 15:07
14:55 15:05 15:14 15:25 15:34 15:42
15:30 15:40 15:49 16:00 16:09 16:17
16:05 16:15 16:24 16:35 16:44 16:52
16:40 16:50 16:59 17:10 17:19 17:27
17:15 17:25 17:34 17:45 17:54 18:02
17:50 18:00 18:09 18:20 18:29 18:37
18:25 18:35 18:44 18:55 19:04 19:12
19:00 19:10 19:19 19:30 19:39 19:47
19:35 19:45 19:54 20:05 20:14 20:22
20:10 20:20 20:29 20:40 20:49 20:57

（
天
下
茶
屋
か
ら
約
十
分
で
到
着
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
）
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住
吉
浦
の
地
形
的
特
質

植
生
を
あ
ら
わ
す
カ
キ
ツ
バ
タ

　
現
在
の
住
吉
公
園
の
原
型
と
な
る
の
が
、古
代

の
住
吉
津（
浦
）と
住
吉
神
社
で
あ
り
ま
す
。有
名

な
国
宝
俵
屋
宗
達
筆「
源
氏
物
語
関
屋
澪
標
図

屏
風
」の
澪
標
図（
３
面
上
図
）に
描
か
れ
た
住
吉

は
、沖
に
明
石
の
上
の
船
が
あ
り（
こ
の
船
の
航

路
は
、謡
曲「
高
砂
」そ
の
も
の
で
す
。）、陸
地
は

白
砂
青
松
で
、ま
る
で
海
水
浴
場
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
淀
川・大
和
川
に
大
阪
湾
岸
流
が
激
し
く
ぶ
つ

か
っ
て
い
る
難
波
津
よ
り
、操
船
が
容
易
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、人
や
荷
物
は
沖
の
船
か
ら
小
舟
で
移

動
さ
せ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。『
浪
花
上
古
図

説
』（
３
面
右
図
）な
ど
も
そ
れ
を
示
し
て
い
ま
す
。

天
満
砂
堆
の
わ
ず
か
な
く
ぼ
み
が
住
吉
に
あ
り
、

こ
れ
が
港
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、住
吉
の
場
合
は
、

こ
の
く
ぼ
み
の
奥
に
細
江
川
や
手
洗
川
と
い
っ
た

細
流
が
作
っ
た
沢
と
入
江
が
あ
り
、さ
ら
に
安
全

な
二
重
構
造
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
さ
て
、現
在
、住
吉
区
の
花
で
あ
る
カ
キ
ツ
バ
タ

は
、ア
ヤ
メ
科
ア
ヤ
メ
属
の
植
物
で
、日
本
全
体
に

分
布
し
、「
い
ず
れ
菖
蒲（
ア
ヤ
メ
）か　
杜
若（
カ

キ
ツ
バ
タ
）」の
言
葉
で
も
分
か
る
よ
う
に
、野
生

種
で
も
美
し
い
花
の
一つ
に
な
り
ま
す
。大
型
で
き

れ
い
な
草
花
の
少
な
い
日
本
に
あ
っ
て
、ユ
リ
と

並
ん
で
昔
よ
り
注
目
さ
れ
、愛
知
の「
八
橋
」や
京

都
の「
大
田
ノ
沢
」な
ど
名
所
も
多
く
、絵
画
、工

芸
、和
歌
の
素
材
と
な
り
続
け
て
い
ま
す
。

　
カ
キ
ツ
バ
タ
は
、日
本
産
の
ア
ヤ
メ
属
植
物
の

中
で
も
深
水
を
好
む
性
質
が
あ
り
、次
い
で
ノ
ハ

ナ
シ
ョ
ウ
ブ・ヒ
オ
ウ
ギ
ア
ヤ
メ
が
水
際
に
生
育

す
る
く
ら
い
で
、他
の
ア
ヤ
メ
属
は
皆
陸
地
に
生

育
し
て
い
ま
す
。こ
の
水
中
に
生
育
で
き
る
こ
と

か
ら
、住
吉
津
に
あ
っ
た
沢
の
よ
う
に
、海
浜
で
は

あ
る
が
細
江
川
の
河
口
に
開
け
た
場
所
に
群
生

地
が
で
き
た
の
で
し
た
。海
水
の
影
響
が
混
じ
り

だ
す
汽
水
域
に
は
カ
キ
ツ
バ
タ
は
な
く
、葭（
ア

シ
）が
主
な
植
生
と
な
り
、手
洗
川
横
の
七
道
村

で
は
、江
戸
期
も
ず
っ
と
葭
年
貢
が
課
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
カ
キ
ツ
バ
タ
の
姿
は
、住
吉
大
社
の
南
に
隣
接

し
、摂
社
と
な
る
浅
沢
社
周
辺
に
復
元
さ
れ
て
い

ま
す
が
、当
時
は
細
江
川・手
洗
川
流
域
や
依
網

池（
よ
さ
み
い
け
）・
今
池
・
長
居
の
沢
に
も
た
く

さ
ん
咲
い
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
浅
沢
社
の
カ
キ
ツ
バ
タ
に
つ
い
て
は
、『
万
葉
集 

第
七
巻
』に「
住
吉
の
浅
沢
小
野
の
杜
若（
カ
キ
ツ

バ
タ
）　

衣
に
摺
り
つ
け
着
む
日
知
ら
ず
も
」と

あ
り
ま
す
し
、下
っ
て『
千
載
和
歌
集
』に
は「
五

月
雨
に
浅
沢
沼
の
花
か
つ
み　
か
つ
見
る
ま
ま
に

隠
れ
行
く
か
な
」（
藤
原
顕
仲
）と
あ
り
ま
す
。

　
カ
キ
ツ
バ
タ
は
、多
年
性
の
草
本
で
株
分
け
も

し
や
す
く
、そ
の
清
々
し
い
花
の
色
は
水
辺
の
風

趣
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
す
。ち
な
み
に
よ
く
似

て
い
て
も
、ア
ヤ
メ
は
水
中
に
は
生
育
で
き
な
い
の

で
、区
分
の
方
法
の
ひ
と
つ
で
あ
り
ま
す
。

（
寺
田
孝
重
）

【
花
か
つ
み
】

＊「
ハ
ナ
カ
ツ
ミ
」は
、『
万
葉
集
』を
は
じ
め
、古
く
か
ら
和
歌

な
ど
に
多
く
詠
ま
れ
て
い
ま
す
が
、具
体
的
に
特
定
さ
れ
た

植
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
歌
の
場
合
は
、五
月
雨
と
共
に

詠
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、カ
キ
ツ
バ
タ
を
指
す
と
思
わ
れ
ま

す
。

屏
風
図
の
陸
路
と
海
路
／
水
路
の
邂
逅

　
『
源
氏
物
語
』を
絵
画
化
し
た
左
の
屏
風
図
は
、

当
時
の
地
形
を
知
る
上
で
も
、重
要
な
住
吉
の
地

理
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
た
ま
た
ま
参
詣
が
重
な
り
、ニ
ア
ミ
ス
で
遇
え
な

か
っ
た
擦
れ
違
い
に
、和
歌
を
や
り
取
り
し
て
意
志

の
疎
通
を
は
か
る
際
、詠
ん
だ
歌
が「
身
を
尽
し
た

恋
」と
海
の
標
識「
澪
標
」と
の
掛
詞
で
交
わ
さ
れ

る
、と
い
う
場
面
で
あ
り
、左
上
図
の
よ
う
に
海

路
と
陸
路
の
邂
逅（
か
い
こ
う
）の
地
が
住
吉
で

あ
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
光
源
氏
】※

牛
車
、大
勢

　
平
安
京
↓
淀
川
↓（
渡
辺
↓
陸
路
）↓
住
吉
社
頭

【
明
石
の
上
】※

小
舟
、孤
独

　
須
磨
↓
大
阪
湾
↓
住
吉
浦
↓
住
吉
社
頭

（
小
出
英
詞
）

続
後
撰
和
歌
集
六
六
四（
従
三
位
行
能
）

浅
香
浦 

住
吉
の
浅
香
の
浦
の
み
を
つ
く
し

 
 

さ
て
の
み
下
に
朽
や
は
て
な
ん

壬
二
集
二
四
四
五（
家
隆
）

出
見
浜 

秋
の
夜
は
月
の
ひ
か
り
も
住
よ
し
の

 
 

出
見
の
は
ま
の
有
あ
け
の
そ
ら

詞
花
和
歌
集
三
二
二（
相
模
）

細
　
江 
住
吉
の
細
江
に
さ
せ
る
み
を
つ
く
し

 
 

深
き
に
ま
け
ぬ
人
は
あ
ら
し
な

万
葉
三・二
八
三（
読
人
不
知
）

榎
　
津 

住
吉
の
榎
津
に
立
ち
て
見
渡
せ
ば

 
 

む
こ
の
と
ま
り
ゆ
出
づ
る
ふ
な
人

新
古
今
和
歌
集
三
五（
後
徳
大
寺
左
大
臣
）

那
古
海 

那
古
の
海
の
霞
の
ま
よ
り
な
か
む
れ
は

 
 

入
日
を
あ
ら
ふ
沖
津
し
ら
な
み

新
後
撰
和
歌
集
五
九
八（
後
徳
大
寺
左
大
臣
）

鋪
津
浦 

住
吉
の
松
の
い
は
ね
を
ま
く
ら
に
て

 
 

敷
津
の
浦
の
月
を
み
る
か
な

御
室
五
十
首
一
七
二（
公
継
）

岸
　
野 

夕
さ
れ
ば
錦
と
見
ゆ
る
住
吉
の

 
 

岸
の
ゝ
は
き
を
あ
ら
ふ
し
ら
な
み

古
今
和
歌
集
八
九
四（
読
人
不
知
）

三
津
浜 

お
し
て
る
や
難
波
の
三
津
に
焼
塩
の

 
 

か
ら
く
も
我
は
お
ひ
に
け
る
か
な

続
後
撰
和
歌
集
一
〇
三
五（
従
三
位
行
能
）

三
津
浦 

大
伴
の
み
つ
の
松
原
ま
つ
事
の

 
 

あ
り
と
は
な
し
に
老
そ
か
な
し
き

当
時
の
海
岸
線
の
状
況
と
そ
の
描
写
に
つ
い
て

　

当
時
の
住
吉
津
の
海
岸
線
が
い
わ
ゆ
る
白
砂

青
松
の
今
で
い
う
海
水
浴
に
適
し
た
砂
岸
で
あ
っ

た
の
か
、松
は
植
わ
っ
て
い
た
の
か
。左
図
は
こ
の

地
の
当
時
の
地
形
復
元
で
代
表
的
に
使
わ
れ
る

日
下
雅
義
氏
の
描
か
れ
た
想
定
図
で
、天
満
砂
州

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。下
図
の
平
安
時
代
ま
で
で

あ
れ
ば
、想
定
絵
図
で
あ
る
と
し
て
も
、上
町
台

地
の
崖
よ
り
少
々
距
離
を
も
っ
て
海
岸
線
が
描

か
れ
、一
部
に
松
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。平
安
時
代

も
前
期
の
歌
な
ら
ば
、百
人
一
首
の「
す
み
の
え
の

岸
に
よ
る
波
よ
る
さ
へ
や
」の
よ
う
に
、浪
が
寄
せ

て
は
返
る
海
岸
は
、浜
で
は
な
く
岸
な
の
で
、上

町
台
地
の
古
代
の
崖
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。新
古
今
集
な
ど
、鎌
倉
時
代
に
近
づ

く
と
住
吉
の「
浜
」の
歌
ば
か
り
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。（
小
出
英
詞
、水
内
俊
雄
）

阪
堺
鉄
道
か
ら
南
海
鉄
道

　
左
図
は「
最
新
案
内
鉄
道
旅
行
図
」一
九
一
三
年

（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
蔵
）の
大
阪
周

辺
の
鉄
道
路
線
図
を
示
し
た
も
の
で
す
。私
鉄
や

南
海
鉄
道
の
一
九
〇
七
年
の
電
化
後
に
で
き
た
駅

な
ど
が
記
入
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、一
九
一
三
年

の
鉄
道
網
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。注
目
す
べ
き
は
駅

間
の
長
さ
で
す
。南
海
鉄
道
は
、難
波
、天
下
茶

屋
、住
吉
、大
和
川
、堺
と
続
き
ま
す
が
、蒸
気
機

関
車
運
転
で
駅
間
は
７
㎞
が
最
も
効
率
が
良
い

と
い
わ
れ
る
中
、こ
れ
で
も
３
㎞
と
駅
間
は
短
い

ほ
う
で
し
た
。城
東
線
、関
西
線
で
駅
が
少
な
い
こ

と
、東
海
道
線
の
駅
の
数
は
、大
阪
梅
田
か
ら
三

宮
ま
で
、神
崎（
尼
崎
）、西
宮
、住
吉
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。平
均
８
㎞
と
い
う
駅
間
の
長
さ
が

伺
え
ま
す
。

　
し
か
し
、大
阪
と
い
う
大
都
市
を
抱
え
、こ
う

し
た
鉄
道
は
富
裕
層
の
別
宅
居
住
の
た
め
の
交

通
網
と
し
て
当
初
は
使
わ
れ
ま
し
た
。阪
急（
箕

面
有
馬
電
軌
）が
本
格
的
に
登
場
す
る
一
九
一
〇

年
代
の
郊
外
の
誕
生
以
前
と
な
り
ま
す
が
、そ
れ

が
南
海
で
は
天
下
茶
屋
、東
海
道
線
で
は
神
戸
の

住
吉
が
、最
初
に
そ
う
し
た
場
と
し
て
、明
治
中

期
に
別
宅
地
が
成
立
し
ま
す
。ま
た
別
機
会
で
記

し
た
い
と
思
い
ま
す
。（
水
内
俊
雄
）

標
高
図
と
当
時
の
住
吉
津
と
海
岸
線
の
想
定

　
上
図
を
見
る
と
、細
江
川
の
陸
地
側
へ
の
切
り

込
み
が
大
変
印
象
的
で
す
。そ
れ
よ
り
北
側
は
上

町
台
地
の
末
端
に
あ
た
り
、茶
色
で
示
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
標
高
一
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、細
江
川
の
渓
で
、五
メ
ー
ト
ル
以
上
地
形

が
切
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。う
す
い
緑
色
の
標
高

ま
で
、古
代
期
に
は
海
水
が
来
て
い
た
と
思
わ
れ

ま
す
。当
時
の
住
吉
津
の
海
岸
線
が
想
定
で
き
ま

す
。細
江
川
よ
り
南
に
我
孫
子
台
地
が
広
が
る
こ

と
に
な
り
、そ
の
台
地
を
大
和
川
が
人
工
的
に
開

削
さ
れ
、難
工
事
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
細
江
川

の
渓
筋
の
低
地
は
、カ
キ
ツ
バ
タ
の
植
生
に
は
絶

好
の
土
地
条
件
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

港
湾
と
し
て
好
適
で
あ
っ
た
か
に
関
し
て
は
、大

阪
湾
流
や
細
江
川
に
よ
る
土
砂
の
堆
積
は
見
ら

れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（
水
内
俊
雄
）

3面 2面

浅沢社（浅澤神社）のカキツバタ
住吉大社 提供

＊

出典「古代景観の復元」日下雅義、中央公論社、1991年
中古の大阪付近の地形、海岸などの復元図で
す。住吉津の重要性が見て取れます。

源
氏
物
語
の
碑

（
公
園
北
東
、南
海
本
線「
住
吉
大
社
駅
」西
口
前
）

 

説
明
銘
板

　

真
住
吉
し　

住
吉
の
国
」は　

万
葉
の
昔

か
ら
数
多
く
の
和
歌
や
文
学
作
品
に
そ
の
名

を
と
ど
め
て
い
る

　
源
氏
物
語
澪
標
に
描
か
れ
た
明
石
上
の
悲

し
い
恋
も
こ
の
地
が
舞
台
で
あ
る　

船
で
訪

れ
た
明
石
上
は
な
つ
か
し
い
光
源
氏
の
華
や

か
な
住
吉
詣
に
出
合
っ
た
が　
再
会
す
る
こ

と
な
く
そ
の
ま
ま
帰
る

　
中
世
の
住
吉
は
王
朝
貴
族
の
住
吉
詣
が
多

く
平
安
の
み
や
び
に
つ
つ
ま
れ
て
い
た
こ
の
碑

は
か
か
る
王
朝
を
し
の
び　
歴
史
を
振
り
返

り　
郷
土
を
愛
す
る
た
め
の
よ
す
が
で
あ
る

　
昭
和
五
十
七
年
四
月
吉
日

　
財
団
法
人
住
吉
名
勝
保
存
会　
建
之
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静嘉堂文庫美術館イメージアーカイブ / DNPartcom

み
お
つ
く
し

ま
す
み
よ

ひ
か
る

あ
か
し
の
う
え
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『
浪
速
上
古
図
説
』中
邑
直
躬
　
早
稲
田
大
学
蔵

五
三
〇
年
代
か
ら
一一
〇
〇
年
代
と
い
う
当
時
の
想
定
図
に
な
り
ま
す
。真
ん

中
の
上
の
住
吉
大
社
を
南
か
ら
東
に
取
り
巻
く
形
で
、「
細
江
」か
ら「
浅
沢
」

へ
の
入
り
込
み
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。海
岸
線
を
右
か
ら
、 

チ
ヌ
ノ
ウ
ミ
、 

浅

香
浦
、 

細
江
、 

出
見
浜
、 

榎
津
、 

那
古
海
、 

鋪
津
浦
、 

岸
野
、 

三
津
浜
、 

三

津
浦
と
続
き
、 

ゆ
か
り
の
和
歌
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

松
林
は
一
番
左
の

三
津
浦
に
見
ら
れ
ま
す
。ま
た
、海
岸
に
は「
玉
出
の
き
し
」又
の
名
を「
岸

野
」と
あ
り
、古
い
呼
称
が
う
か
が
え
ま
す
。

大
阪
市
立
大
学 

木
村
義
成
准
教
授
作
成

当
時
の
海
岸
線
は
、右
図
の⇔
の
国
道
26
号
か
ら
阪
神
高
速

の
間
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。


